


















































































































＜引用A＞ これ［独語で gastの複数が gastigesti→geste（Gäste）と変遷し
たこと］とほぼ似た事実が，アングロサクソン語でも生じた：最初は fo¯t
「足」，複数 *fo¯ti；to¯ -p「歯」，複数 *to¯ -pi；go¯s「ガチョウ」，複数 *go¯si，
etc．といった；ついで第一次の音韻変化，すなわちウムラウトのそれ
によって，*fe¯ti が *fe¯ti となり，第二次の変化，すなわち末尾音 i の脱
落によって，*fe¯ti が fe¯t となった；そのとき以後 fo¯t の複数は fe¯t，to¯ -p

















Das Setzen des Anstoßes oder Äußerlichen ist selbst das Aufheben dessel-
ben, und umgekehrt ist das Aufheben des Anstoßes das Setzen der Äußer-
lichkeit.
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ７パラグラフ
紙幣は金章標または貨幣章標である。Das Papiergeld ist Goldzeichen
oder Geldzeichen．商品価値にたいする紙幣の関係は，ただ，紙幣によっ
て象徴的・感性的に表わされているその金分量で商品価値が観念的に表現
されているということだけである。Sein Verhältniß zu den Waarenwerthen
besteht nur darin, daß sie ideell in denselben Goldquantnis ausgedrückt
sind, welche vom Papier symbolisch sinnlich dargestellt werden．他のす
べての商品分量と同じように価値分量でもある金分量を紙幣が代理する限
りでのみ，紙幣は価値章標なのである。Nur sofern das Papiergeld Gold-































drem Material oder Symboleによって取って代わられる」（p．２１２）ことが
説かれた。これを論理的に換言すれば「或る力［価値尺度としての貨幣］に
他方の力［流通手段としての貨幣の機能］によって動因［鋳貨姿態の改新］が生














































































changement sur chaque point se fera：１０）Par innovations successives,












































「（そのとき以後）fo¯t の複数は fe¯t である」（同）と「定義する」（定立する）の
である。そこで『資本論』第１文に準えて次が言える：「［他の音韻からなる





























































ある Die Kraft ist endlich, insofern ihre Momente noch die Form der Un-
mittelbarkeit haben;
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ８パラグラフ 第１文
最後に問題となるのは，なぜ金はそれ自身の単なる無価値な章標によっ
て置き換えられうるのか？ ということである。Es fragt sich schließlich,




































































ることができる。On peut distinguer les éléments petits ou grands, élé-






































＜大＞ c力の無限性 １パラグラフ 第２文
力の前提する反省と力の自己へと関係する反省とはこの［直接態という］
規定においては区別されている ihre voraussetzende und ihre sich auf sich
beziehende Reflexion sind in dieser Bestimmung unterschieden;
ソシュールは，ヘーゲルを読んだマルクスを読んだ！（川崎） 427
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ８パラグラフ 第２文
しかし，すでに見たように，金がこのように置き換えられうるのは，金
が鋳貨または流通手段としてのその機能において孤立化または自立化され
る限りでのことにすぎない。Es ist aber, wie man gesehn, nur so ersetzbar,

































韻論的秩序においては s→z。Dans l’ordre morphologique：gëbames, ge-





高地ドイツ語では動詞屈折が a あるいは ê で始まる語の場合，語根の i は
例外なく ë になり［ウムラウト］，ここではその結果たる「交替」（単数１格 gibu：
複数１格 gëbames）を示すのである。本稿の例「fo¯t：fe¯t」に対当し，つまり




















＜大＞ c力の無限性 １パラグラフ 第３文
前者はそれだけで存立する外的な力として現われ，後者はこの外的な力
への関係において受動的なものとして現われる。jene erscheint als eine für
sich bestehende äußerliche Kraft und die andere in der Beziehung auf sie
als passiv.
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ８パラグラフ 第３文
ところで，この機能の自立化は，摩滅した金片が引き続き流通すること
に現われているけれども，確かに，個々の金鋳貨については生じない。Nun
findet die Verselbständigung dieser Funktion zwar nicht für die einzelnen
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lieu, chaque de ces innovations aura tout naturellement ce qu’on appelle
ソシュールは，ヘーゲルを読んだマルクスを読んだ！（川崎） 431






「地域［範囲］aire」とは‘Région plus ou moins étendue occupée par cer-
tains êtres, lieu de certaines activités, certains phénomènes.’であり，「活
動性 activité」の「場」である――「活動性」は「（流用する）力の活動性 die Tätig-
keit der Kraft；l’activité de la force」――。そして「そうした改新」とは，既述
のように，意義（例に即して「fo¯t の複数」）の「孤立化または自立化」である。










＜大＞ c力の無限性 １パラグラフ 第４文
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こうして力はその形式に関して制約されており，また同時に内容に関し
ても制限されている Die Kraft ist so der Form nach bedingt und dem In-
halte nach gleichfalls beschränkt;
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ８パラグラフ 第４文
金片が単なる鋳貨または流通手段であるのは，まさに，それが現実に通
流している限りでのことにすぎない。Bloße Münze oder Cirkulationsmittel






















De deux chose l’une : ou bien a）elle couvrira tout le territoire, et ce cas,
qui est peut-être le plus rare, tout en modifiant la langue, ne crée rien qui
prépare une différence, ou bien b）l’aire ne comprend qu’un territoire lim-





















を区別させるほどである（参照，pomme と paume，goutte と je goûte，
fuir と fouir，etc．）；（p．１５１）
「はなはだしい音的差異 des différences phoniques très appréciables」は









＜大＞ c力の無限性 １パラグラフ 第５文
というのは形式に関しての規定態は内容の制限をも含んでいるからであ
る。denn eine Bestimmtheit der Form nach enthält auch eine Beschrän-
kung des Inhalts.
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ８パラグラフ 第５文
しかし，個々の金鋳貨にあてはまらないことでも，紙幣によって置き換
えられうる最小総量の金にはあてはまる。Was aber nicht für die einzelne
Goldmünze, gilt für die vom Papiergeld ersetzbare Minimalmasse Gold.
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「はなはだしい音的差異」は連発されるMessieurs!に認められるだけで
なく，例えば pomme と paume とのあいだにも認められる。しかし前者
について「同じ表現 la même expression」とする人が，後者についてはそ
う捉えない。このように両者は「［外に現われた］形式に関しての規定態」が
異なる――‘expression>exprimer←exprimere外に向けて押す’――。そして連発











これこそ方言の差異に関するすべての核心である。C’est là le nœud de


























der Kraft besteht darin, sich zu äußern , d.h., wie sich ergeben hat, die
Äußerlichkeit aufzuheben und sie als das zu bestimmen, worin sie iden-
tisch mit sich ist.




haust beständig in der Cirkulationssphäre, funktionirt fortwährend als




Bewegung stellt also nur das fortwährende Ineinanderumschlagen der ent-
gegengesetzten Processe der Waarenmetamorphose W-G-W dar, worin der





























































のものに存するということである。Was also die Kraft in Wahrheit äußert,
ist dies, daß ihre Beziehung auf Anderes ihre Beziehung auf sich selbst ist,
daß ihre Passivität in ihr Aktivität selbst besteht.
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ８パラグラフ 第８文・第
９文
商品の交換価値の自立的表示は，ここでは一時的契機でしかない。Die
selbständige Darstellung des Tauschwereths der Waare ist hier nur flü-
chtiges Moment．この自立的表示はただちにふたたび別の商品によっ



































＜大＞ c力の無限性 １パラグラフ 第８文
ソシュールは，ヘーゲルを読んだマルクスを読んだ！（川崎） 441
力がよってもって活動性へと誘発されるゆえんの動因は，力の固有の誘
発する運動である Der Anstoß, wodurch sie zur Tätigkeit sollizitiert wird,
ist ihr eigenes Sollizitieren;
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ８パラグラフ 第１０文
だから，貨幣を絶えず一つの手から別の手に遠ざける過程においては，
貨幣の単なる象徴的実存でも十分なのである。Daher genügt auch die bloß
symbolische Existenz des Geldes in einem Proceß, der es beständig aus

































stoß」を「力自身の自己からの固有のつきはなす運動 das eigene Abstoßen











































れた a が無声の e になる（pórta→porte）という重要な現象。Ainsi en Gaule













＜大＞ c力の無限性 １パラグラフ 第９文
力のもとに現われてくる外面態は直接的なものではなく，力によって媒
介されたものである die Äußerlichkeit, welche an sie kommt, ist kein Un-
mittelbares, sondern ein durch sie Vermitteltes;
＜資＞ 第２節流通手段 c鋳貨。価値章標 ８パラグラフ 第１１文
いわば，貨幣の機能的定在がその物質的定在を吸収するのである。Sein
































＜大＞ c力の無限性 １パラグラフ 第１０文
力の固有の本質的な自己との同一性が直接的ではなくて，力の否定に
よって媒介されているのと同じように so wie ihre eigene wesentliche
Identität mit sich nicht unmittelbar, sondern durch ihre Negation vermittelt
ist;




る。Verschwindend objektivirter Reflex der Waarenpreise funktionirt es nur




bedarf das Zeichen des Geldes seiner eignen objektiv gesellschaftlichen


























＜CLG＞ スラヴ古語で，「語」という意味の slovo は，単数具格を





































































































発現する［外にあらわし示す］のである。oder die Kraft äußert dies, daß ihre
Äußerlichkeit identisch ist mit ihrer Innerlichkeit .






der von den Grenzen eines Gemeinwesens umschriebnen oder inner
Cirkulationssphäre gilt dieser Staatszwang, aber auch nur hier geht das
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Geld völlig auf in seine Funktion als Cirkulationsmittel oder Münze, und
kann daher im Papiergeld eine von seiner Metallsubstanz äußerlich getren-

































































































































































































替で表出される。「fe¯t によって象徴的・感性的に表わされているその fo¯t との関係［交
替］で言語価値［単数・複数］が観念的に表現されている」ゆえんである。





（７）念のための一言だが，「*fo¯ti が fe¯t に置き換えられる」ことが史実として見られる
わけではない。
（８）なお「商品価格の一時的に客体化された反射 Verschwindend objektivirter Reflex der
Waarenpreise」は仏語版『資本論』で‘Reflet fugitif des prix des marchandises’と
訳され，その‘fugitif’は‘Qui passe, disparaît rapidement.’の謂いである。
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